
魅力増す千葉・成田エリア

　
成
田
国
際
空
港
を
中
心
と
す
る
成
田
エ
リ
ア
の
産
業
シ
ー
ン
が
、
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年
の
本

邦
格
安
航
空
会
社

Ｌ
Ｃ
Ｃ

の
就
航
以
来
発
着
便
数
は
着
々
と
増
え
続
け
、
２
０
１
４
年
度
中
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
な
ど
発
展
は
今
後
も
続
く
。
交
通
各
社
は
都
心
と
航
空
を
結
ぶ
格
安
高
速
バ
ス

の
増
便
や
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
改
正
、
お
得
な
チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
と
、
増
加
が
続
く
空
港
利
用
者
の
取
り
込
み
に
躍

起
だ
。
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

圏
央
道

の
整
備
も
進
み
、
県
な
ど
は
企
業
立
地
体
制
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
成
田
エ
リ
ア
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
追
っ
た
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
路
線
続
々
就
航

ＬＣＣ便に対応し都心へ向か
う最終電車の時刻を引き下げ
た「京成スカイライナー」

空
港
を
県
経
済
活
性
化
の
力
に

訪日観光客向け特別チケッ
トを販売しているＪＲ東日
本の「成田エクスプレス」

ア
ク
セ
ス
利
便
性
向
上
バ
ス
増
便
、
鉄
道
も
新
サ
ー
ビ
ス

増便を決めた東京都心―成田空港間を結ぶ
京成グループの「東京シャトル」

専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

活性化への動き

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　

　

年
７
月

日
、
空
港
を

活
用
し
た
千
葉
県
経
済
の
活

性
化
を
、
官
民
共
同
で
推
進

し
よ
う
と
「
成
田
空
港
活
用

協
議
会
」
が
発
足
し
た
。

　
「
国
内
線
利
用
者
の
県
内

観
光
の
推
進
」
「
成
田
空
港

発
の
県
内
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
」
「
成
田
空
港
の
利
便

性
向
上
」
な
ど
の
６
本
柱
を

事
業
方
針
に
、
「
成
田
空
港

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
。
県
や
成
田

市
な
ど
の
自
治
体
に
加
え
、

県
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど

の
各
種
経
済
団
体
が
、
調
査

研
究
や
提
言
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
進
め
て
い
る
。
「
オ

ー
ル
千
葉
で
展
開
す
る
か
ら

こ
そ
、
相
乗
効
果
の
最
大
化

が
期
待
で
き
る
」
と
協
議
会

担
当
者
は
期
待
し
て
い
る
。

世
界
１
０
１
都
市
と
国
内
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
成
田

空
港

成
田
国
際
空
港
株
式

会
社
提
供

　
空
港
本
体
の
機
能
強
化
と

と
も
に
、
空
港
ア
ク
セ
ス
の

利
便
性
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
増
加
に
合

わ
せ
て
利
用
者
を
取
り
込
む

た
め
、
京
成
グ
ル
ー
プ
は
低

料
金
高
速
バ
ス
を
増
便
し

た
。
２
０
１
２
年
７
月
、
Ｌ

Ｃ
Ｃ
の
早
朝
・
深
夜
発
着
便

を
中
心
と
し
た
旅
客
輸
送
に

対
応
す
る
た
め
、
都
心
と
空

港
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
と
し
て

開
通
し
た
「
東
京
シ
ャ
ト

ル
」
。
東
京
駅
―
空
港
間
片

道
９
０
０
円

要
事
前
予

約

と
、
鉄
道
以
下
の
運
賃

に
し
た
こ
と
が
奏
功
し
、

年
８
月

日
に
は
利
用
者
数

が

万
人
に
達
し
た
。

　
需
要
増
に
応
え
る
べ
く
、

同
グ
ル
ー
プ
は
９
月
に
増
便

を
決
定
。
東
京
駅
発
を
１
日

便

便
増

、
成
田
空

港
発
を
同

便

４
便
増

に
し
、
１
時

分
―
５
時
に

東
京
駅
を
出
発
す
る
深
夜
・

早
朝
時
間
帯
も
同
５
便

１

便
増

に
し
た
。

　

月
、
京
成
グ
ル
ー
プ
の

成
田
空
港
交
通
と
、
長
野
県

内
で
バ
ス
路
線
な
ど
を
運
行

し
て
い
る
ア
ル
ピ
コ
交
通

は
、
共
同
で
空
港
と
長
野
方

面

茅
野
・
松
本
・
長
野

駅

を
結
ぶ
夜
行
高
速
バ
ス

の
運
行
を
始
め
た
。
従
来
は

東
京
都
心
・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
を
結
ん
で

い
た
が
、
空
港
ま
で
延
伸
さ

せ
る
こ
と
で
信
州
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

利
用
者
も
取
り
込
む
こ
と
が

狙
い
だ
。

　
鉄
道
で
は
京
成
電
鉄
が

年

月
、
ダ
イ
ヤ
を
一
部
変

更
し
、
都
心
へ
向
か
う
最
終

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
時
刻

を
、
平
日
、
土
曜
・
休
日
と

も
に
引
き
下
げ
た
。
こ
れ
ま

で

時

分
発
だ
っ
た
も
の

を

時

分
発
と
し
、

時

付
近
に
到
着
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
便

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
利
便

性
を
向
上
さ
せ
た
。
海
外
か

ら
日
本
に
来
る
観
光
客
に
も

ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
を
使
っ
て

も
ら
お
う
と
、
東
京
メ
ト
ロ

と
共
同
で
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

　
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
　
＆

　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」

を
韓
国
、
台
湾
、
香
港
の
旅

行
会
社
で
発
売
。
片
道
か
往

復
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
券

と
、
東
京
メ
ト
ロ
１
日
券

も
し
く
は
２
日
券

を
組

み
合
わ
せ
て
、
東
京
観
光
に

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
考
え

だ
。

　
同
様
の
動
き
は
、
空
港
連

絡
特
急
「
成
田
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
を
運
行
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
で
も
展
開
し
て
い
る
。
こ

と
し
１
月
、
外
国
人
旅
行
者

向
け
の
「
Ｎ
’
Ｅ
Ｘ
　
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
　

Ｔ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ

Ｏ
ｎ
ｅ
―

ｗ
ａ
ｙ

」
を
発
売
し
た
。

成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
普
通

車
指
定
席
が
大
人
１
５
０
０

円
と
、
東
京
駅
ま
で
な
ら
約

％
引
き
に
な
る
片
道
チ
ケ

ッ
ト
だ
。
途
中
下
車
を
し
な

け
れ
ば
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
東
京

電
車
特
定
区
間
内
の
全
て
の

駅
で
下
車
で
き
る
。

　
成
田
国
際
空
港
は
、
ま
す

ま
す
高
ま
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
と

ア
ク
セ
ス
向
上
の
動
き
を
追

い
風
に
、
発
展
を
続
け
る
。

　

カ
国
３
地
域
１
０
１
都

市
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
成
田
国
際
空
港
。
２
０
１

３
年
、
同
空
港
に
や
っ
て
来

た
航
空
機
の
年
間
発
着
回
数

は

万
１
６
９
２
回
。
初
め

て

万
回
を
超
え
た

年
の

万
８
７
０
４
回
よ
り
６
％

上
回
っ
て
い
る
。

年
冬
以

降
の
新
規
就
航
や
増
便
で
、

総
発
着
回
数
、
国
内
線
発
着

回
数
、
国
内
線
旅
客
数
が
過

去
最
高
を
達
成
し
た
。

　
過
去
最
高
の
達
成
に
、
昨

年
１
年
間
国
内
外
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

路
線
が
続
々
就
航
し
た
こ
と

が
寄
与
し
た
。
国
際
線
で
は

チ
ェ
ジ
ュ
航
空
の
ソ
ウ
ル
線

が
７
月
、
９
月
に
ト
ラ
ン
ス

ア
ジ
ア
航
空
の
台
北
線
、

月
に
は
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
の
台

北
線
が
ス
タ
ー
ト
。
国
内
線

で
は
３
、
５
、
６
、

月
に

ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
が
大
分
、
鹿
児
島
、
松

山
、
高
松
へ
就
航
。
さ
ら

に
、
ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ

ン
が

月
、
バ
ニ
ラ
・
エ
ア

が

月
に
新
規
就
航
し
た
。

低
価
格
で
各
地
を
結
ぶ
こ
と

で
、
多
く
の
顧
客
の
支
持
を

集
め
て
い
る
。

　
国
際
線
・
国
内
線
旅
客
便

週
間
発
着
回
数
に
お
け
る
Ｌ

Ｃ
Ｃ
の
割
合
は
、

年
夏
ダ

イ
ヤ
開
始
時
で

・
４
％
だ

っ
た
の
が
、
同
年
冬
ダ
イ
ヤ

開
始
時
に

・
５
％
ま
で
引

き
上
が
っ
た
。
冬
ダ
イ
ヤ
期

間
中
に
は
さ
ら
に

・
３
％

に
ま
で
増
や
す
見
込
み
だ
。

空
港
全
体
で

年
度
中
に
は

発
着
回
数

万
回
化
を
達
成

す
る
予
定
で
、
「
う
ち
２
割

の
６
万
回
を
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
占
め

る
と
思
う
。
今
後
も
海
外

勢
、
日
本
勢
と
も
に
多
く
受

け
入
れ
た
い
」
と
成
田
国
際

空
港
経
営
企
画
部
門
の
宮
本

秀
晴
戦
略
企
画
室
長
は
見
す

え
る
。

２
０
１
４
年

度
中
の
完
成

を
目
指
し
て

い
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ

専
用
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
完
成

予
想
図

成
田
国
際

空
港
提
供

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
隆
盛
を
さ
ら
に

取
り
込
ん
で
、
選
ば
れ
る
空

港
に
な
る
た
め
に
成
田
国
際

空
港
は
、
２
０
１
４
年
度
中

の
完
成
を
め
ざ
し
て
、
Ｌ
Ｃ

Ｃ
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設

を
進
め
て
い
る
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
第
２
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
北
側
地
区

第
５
貨
物
ビ
ル
と
エ
プ
ロ

ン
の
跡
地

に
、
３
階
建
て

の
本
館
と
２
階
建
て
の
サ
テ

ラ
イ
ト

国
内
便
搭
乗
用

を
新
設
し
、
国
際
線
用
に
既

存
の

、

番
ゲ
ー
ト
を
改

修
し
て
い
る
。
延
べ
床
面
積

は
約
６
万
６
０
０
０
平
方

。
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
滑
走
路

を
つ
な
ぐ

の
誘
導
路
の

整
備
も
計
画
し
て
い
る
。

　
建
設
に
当
た
り
、
最
重
要

視
し
た
の
が
、
効
率
的
な
運

用
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
離
着
陸
と
直

接
無
関
係
な

施
設
は
つ
く

っ
て
お
ら

ず
、
施
設
内

は
天
井
仕
上

げ
の
な
い
簡

素
な
建
物
に

す
る
。

　
国
内
線
の

搭
乗
口
と
国

際
線
の
そ
れ

を
、
本
館
を
間
に
挟
む
形
で

設
け
た
の
も
、
乗
り
か
え
時

の
効
率
を
最
優
先
し
た
た
め

だ
。
誘
導
路
の
近
く
に
位
置

す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
と
本
館
の

間
を
ブ
リ
ッ
ジ
で
つ
な
い
で

お
り
、
航
空
機
は
そ
の
下
を

通
れ
る
。
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
一
カ

所
に
ま
と
め
て
、
か
つ
駐
機

時
間
も
短
く
す
る
体
制
に
し

て
、
ど
ん
ど
ん
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
す
る
」

宮
本
室

長

と
、
利
便
性
を
図
っ

た
。

　
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設

に
は
、
成
田
国
際
空
港
が
進

め
て
い
る
「
マ
ル
チ
・
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
・
エ
ア
ポ
ー
ト

Ｍ
Ｆ
Ａ

」
化
へ
の
足
が

か
り
を
つ
く
る
意
味
合
い
も

あ
る
。
Ｍ
Ｆ
Ａ
は
、
国
内
外

の
拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
エ
ア
ラ

イ
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
航
空
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
機
能
を

持
つ
空
港
と
の
位
置
づ
け
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
そ
の
重
要
な
一
翼

を
担
っ
て
い
る
。

　
宮
本
室
長
は
「
人
口
の
多

い
首
都
圏
は
、
航
空
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
れ

に
応
え
る
に
は
、
発
着
枠
は

も
ち
ろ
ん
設
備
の
機
能
的
に

も
余
裕
が
な
い
と
い
け
な

い
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
よ
く
採
用
す

る
中
小
型
機
を
一
カ
所
に
集

め
る
こ
と
で
空
港
の
機
能
向

上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
ア

ジ
ア
と
北
米
を
結
ぶ
結
節
点

と
な
っ
て
空
港
の
競
争
力
強

化
を
図
り
た
い
」
と
し
て
い

る
。
年
間
約
５
万
回
の
発
着

回
数
、
同
約
７
５
０
万
人
の

利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。


